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【出願番号】特願2016-188298(P2016-188298)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｗ   1/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｗ    1/16     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月5日(2019.9.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　なお、ここで、電流波高値Ｉの係数が負の値である理由は、推定（観測）電流波高値Ｉ
が負極性のためである。このことから、負極性第一雷撃の推定電流波高値の絶対値が大き
くなると、それに関連した下向き負極性ステップトリーダの進展速度は速くなることが分
かる。また、ここでは、傾きとして－０．０７６８を採用するが、採用可能な傾きは、例
えば、直線４１の傾きを上限、直線４２の傾きを下限とし、－０．８４以上－０．０２４
以下の値とすることが可能である。
　また、式（２）から電荷存在高度である－１０℃高度Ｈ１０を求めると式（４）が成り
立つ。
　　Ｈ１０＝Ｖｓ×Ｔｓ＋Ａｌｔ
　　　　＝－０．０７６８×Ｉ×１０５×Ｔｓ＋Ａｌｔ　・・・　（４）
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